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Effects of egg washing against abalone amyotrophia
Toshimasa Kobayashi

Abstract
In order to confirm the effect of egg washing on abalone amyotrophia, fertilized eggs before and after egg washing were
examined at two pacific abalone, Haliotis discus hannai, seedling production facilities where abalone amyotrophia was
occurring. The gene for AbALV, the virus that causes abalone amyotrophia, was detected in all nine lots of fertilized eggs. Egg
washing of fertilized eggs in which the AbALV gene was detected, either by decantation or by a combination of decantation and
running water, resulted in the AbALV gene not being detected in five of the nine lots. The AbALV gene copy number was also

significantly reduced in the four lots where the AbALV gene was detected. This suggests that the risk of vertical transmission

of abalone amyotrophia can be reduced by egg washing operations conducted at seed production facilities.
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Table 1 Number of the AbALV p72 gene of fertilized eggs

before and after egg washing in H.discus hannai.

p72 DNA copy numbers (Copy/egg) Number of
Lot No. Before egg washing After egg washing decantation

1 24x10 0.0 8
2 39%10 0.1 10
3 8.6 x 107 0.0 10
4 50x%10 0.8 10
5 7.2x%10 0.0 9
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Fig.1 Number of the AbALV p72 gene of fertilized eggs per
egg washing stage in Lot 5

Table 2 Number of the AbALV p72 gene of fertilized eggs per

egg washing stage in H.discus hannai.

p72 DNA copy numbers (Copy/egg)

Egg washing stage

Lot No.1 2 3 4
Befor egg washing ND 1.9 8.3 1.3
Decantation (1st) 28x10 0.2 1.0 0.1
Running water (30min) 0.6 0.0 0.0 0.4
Decantation (2nd) 0.2 0.0 0.0 0.0
Decantation (3rd) 0.1 0.0 0.1 —
Decantation (4th) 03 — — —
Decantation (5th) 0.2 — — —
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	考　　察
	松山ら8)は筋萎縮症に感染したクロアワビにおいて，部位別にウイルス量を比較し，リンパ液，頭部，鰓，腸管，外套膜，中腸腺及び筋肉からウイルス遺伝子を検出している。本研究でエゾアワビの卵及び精子からもウイルス遺伝子が検出されたことから，アワビの筋萎縮症においては卵あるいは精子が保有するウイルスにより垂直感染が生じることが懸念される。
	2つの種苗生産施設において，検査した9ロットの受精卵全てからウイルスが検出されており，筋萎縮症が発生している種苗生産施設では高率で受精卵がウイルスを保有していることが明らかとなった。いずれの種苗生産施設でも，産卵誘発は洗卵と同じ系統の海水に紫外線を照射して使用している。また，いずれのロットでも，洗卵によりウイルス量が減少することから，受精卵から検出されたウイルスは産卵誘発や洗卵に使用した海水由来ではなく親貝由来であると考えられる。受精卵が保有する親貝由来のウイルスにより垂直感染が成立するかは未確認...
	受精前の卵及び精子からもウイルス遺伝子が検出されたことから，受精卵から検出されたウイルス遺伝子は卵由来及び精子由来のウイルス遺伝子が併せて検出されていると考えられる。エゾアワビの卵は透明な寒天物質である厚いゼリー層に覆われており，媒精後は多数の精子がゼリー層に侵入する9)。受精卵の洗卵により精子を含むゼリー層が卵から剥がれることが知られており，本研究結果から受精卵はゼリー層部分がウイルスに汚染されていて，洗卵によりゼリー層が剥離した結果，受精卵から検出されるウイルス量が低下したと推察される。
	また，本研究において，洗卵を繰り返すことでウイルス遺伝子が検出されなくなったことから，卵内感染は生じていないか，生じているとしても極めて微量であると推察される。
	デカンテーション方式による洗卵では，回数を重ねるごとに海水中に浮遊するゼリー層の破片や精子の濃度は低下するが，常にコンテナ内に一定量の海水が残ることから，それらを全て除去することは難しい。除去されなかったゼリー層の破片や精子はウイルスを保有していると思われ，本研究においても9ロット中4ロットの受精卵で洗卵後もウイルス遺伝子が検出されている。しかし，洗卵後に検出されたウイルス遺伝子のコピー数は，いずれのロットにおいても1コピー/卵以下まで低下しており，洗卵により垂直感染のリスクは低下すると考えられる...
	また，本研究の結果から，筋萎縮症が発生している種苗生産施設においては，洗卵の際に生じるデカンテーションの廃水や使用した器具機材はウイルスで汚染されている可能性があるので，使用した器具機材の消毒や産卵誘発及び洗卵作業を行う場所と稚貝の飼育場所の隔離は，施設内のウイルスによる汚染を防除するうえで重要と考えられる。
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